





























雑1ミがない， (2)雑古が弱い， (3)雑音が強いという I 3種の状態を推定させることに成功した。
第5章では.第3章で述べた雑肯抑制システムに対し第4車ーで推定した雑背量の推定結果に基づ、き，各
フレーム毎に相互抑制係数と振幅成分調製係数を最適値に調製する適応的音声強調システムという新しい
システムを提案した。実験結果より，白色雑音および有色雑音に対して本システムがSDの評価且irのTに
有効であることを不した。
居後に，第6章では以上の研究結果を要約し結論とした。
論文審査の結果の要旨
音声認識を行う際に，雑音を合む音声lこ対してホルマントを強調したり雑音を除去したりすることは必
.'tf-不可欠なことである。これらの処理は音声強調と呼ばれ， 白ー声の明瞭度を増加させ聴覚的疲労を減少さ
せるなどの効果がある。方，人間の聴覚は位相情報に鈍感であり，主に振幅スペクトル情報を手がかり
に白ー戸情報を知覚している。本論火-ではこのような事実に着目して，振幅スペクトルを相互抑制と呼は‘れ
? ?
?
??
る神経モデルを用いて強調し，相対的に雑音を抑制する適応的な音声強調システムについての研究成果を
まとめている。
まず，本研究の背景と動機および目的について述べ，次に音声強調のための某本的な原理および人間の
聴覚特性である相瓦抑制機惜を用いて雑音を除去するための理論について述べている。さらに，相互抑制
機構に基づくホルマント強調および雑音抑制システムを提案し，スベクトルひずみ尺度 (SD)の下で本シ
ステムが有効であることを種々の雑音について実験で検証している。本システムでは雑音量の推定システ
ムが必要とされるが，神経モテ'ルを用いた新しいシステムを用いて，白色雑音ばかりでなく推定が困難と
される有色雑音に対しでも，雑音量の推定が有効に行えることを実験で明らかにしている。最後に，入力
青戸の各フレームごとに相互抑制係数と振幅成分調整係数を最適化する適応的音声強調システムを新しく
提案し白色雑音および有色雑音に対して本システムがSDの評価基準の下に有効で、あることを示している。
これらの研究成果は，将来の音声処理にとって新技術を提供するものであり，音声強調および音声認識
を含む音声工学の分野の発展に寄与することが大きい。よって，本論文の著者は博士(工学)の学位を授
与される資格があるものと認める。
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